
 

ドライバーには歩行者を保護する義務がありますが、特に事故に遭いやすい子供に対しては、十分な注意

が必要です。そこで今回は、事故につながりやすい子供の行動特性と子供を事故から守るためのポイントを

まとめてみました。 

事故につながりやすい子供の行動特性 

手を上げて渡れば横断歩道は安全と考えている 

  

子供のなかには、手を上げて渡れば横断歩道は安全と考えて、

車が接近しているか否かを確認せずに横断したり、車が接近して

いても車が止まってくれると考えて横断することがあります。ま

た、片側１車線の道路では、片方から接近する車が停止すると、

その反対車線を走行している車の接近を確認しないまま横断する

ことがあります。 

 

友達に続いて横断する時に車を確認しないことがある  

  

子供が数人でいる時、一人の子供が横断歩道を横断すると、そ

れに続く子供は車が接近しているかどうかを確認しないまま横断

することがあります。住宅街などの脇道からの子供の飛出しの場

合も同様で、一人の子供が飛出しすると、その後から、次々に子

供が安全確認をしないまま飛出してくることがあります。 

 

道路の反対側に友達などがいると横断する 

 

 道路の反対側に子供の友達や親などがいる場合、安全確認をせ

ずに、いきなり道路を横断することがあります。特に登下校の時

間帯は、子供たちが道路の両側を通行することが多く、反対側に

友達を見つけて急な横断をする危険性が高まります。また、登下

校中の子供は集団になりやすく、子供同士でふざけあうなどし

て、急に車道に出てくる場合もありますので、注意が必要です。 

 

子供は死角に入りやすい 

 

 子供は身体が小さいため、駐車車両や植込み、のぼり旗、看板

などのかげに隠れてしまい、ドライバーからは子供の動きがよく

確認できないことがあります。一方、子供のほうも視界を遮られ

てしまい、接近する車が確認できなかったり、発見が遅れやすく

なります。 
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横断歩道に接近する時は、歩行者などがいないことが明らかな場

合を除き、横断歩道の直前で停止できるような速度で進行しなくて

はなりません。また、子供に限らず、横断歩道を横断しようとして

いる歩行者がいる時は、車は一時停止して歩行者の横断を妨げない

ようにすることが義務づけられています。特に子供は、手を上げれ

ば車が止まってくれると思って、車が接近している場合でも横断す

ることがあります。横断歩道を横断しようとしている子供がいる時

は必ず一時停止して、子供を横断させましょう。 

 なお、一人の子供が横断したからといって、すぐに発進するのは

危険です。その子供を追って別の子供が走って横断するケースもあ

るからです。一人の子供が横断を終えても、その後から横断する子

供がいないかどうかを必ず確認しましょう｡ 

子供のいる道路の反対側にも目を向ける 

 道路脇に子供がいる時は、その子供だけでなく、道路の反対側に

も目を向けて、子供の友達や親などがいないかどうかを確認しまし

ょう。もし、道路の反対側に友達や親などがいる場合には、急に道

路を横断することが予測されますから、減速し徐行するなど、子供

の飛出しに対応できるようにしておきましょう。 

死角に入った子供を見落とさないようにする 

 住宅街の道路や学校、公園など子供の多い場所で駐車車両がある

場合は、駐車車両の周辺に子供がいないかどうかを慎重に確認しま

しょう。もし、子供を見かけた場合は、その子供だけでなく、駐車

車両の死角に入って見えない子供がいるかもしれないと考えて徐行

するなど、子供の不意な飛出しに備えましょう。また、植込みやの

ぼり旗、看板などが設置されている横断歩道の場合は、子供が見え

にくいことがありますから、横断歩道の接近時に十分確認するよう

にしましょう。 

通学路の走行はできるだけ避ける 

 標識や路面標示で「通学路」に指定されている道路では、特に朝

と午後の登下校の時間帯の走行は、できるだけ避けましょう。やむ

を得ず走行する時は、登下校中の子供は、ふざけあって急に車道に

出てくることがあるということをしっかり頭に入れて、子供の動き

に注意し、十分に速度を落としましょう。 

 

「お問い合わせ先」 

株式会社アサヒファシリティズ 保険事業本部 東京都江東区南砂2丁目5番14号 

北海道 011-231-3332   東北 022-211-1631   東京 03-5683-1184   名古屋 052-231-8824 

大阪 06-6201-8663         広島 082-222-7500    九州 092-441-3768 
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横断歩道に子供がいる時は必ず停止する 
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